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K で 1.8 ks 以上の加熱が有効であり、銀粒子含有量が増えると導電性が良好となるが強度が低下する傾向となること
を示している。 
 これらの導電性接着剤について、恒温恒湿試験ならびに熱衝撃試験を実施し、接着剤の銀含有量によって両者の影
響度合いが異なることを見出している。すなわち、熱衝撃試験では銀粒子含有量にほぼ無関係に接着強度が短期間で
低下していくが、恒温恒湿試験では銀含有量が多いと強度低下が速いが、銀含有量が少ないものは強度低下が緩やか
であることを見出している。 
 これらの結果を総合的に判断して導電性と接着強度の両立を目指すための銀含有量を 92％に選定し、ナノ粒子を混
合したハイブリッド導電性接着剤を作製して導電性と機械的特性の両立を目指し、両者の最適含有量を見出している。 
 また、論文全体を通じて導電性に影響を及ぼす各種因子の影響メカニズムを定性的ながら矛盾無く説明すると共に、
機械的特性（接着強度）の変化要因についても一貫性のある論旨を展開している。これらの結果に基づき、ナノ粒子
とマイクロサイズの粒子を混合したハイブリッド導電性接着剤を作製して、従来、両立が困難であった導電性と機械
的強度の双方を向上させることに成功している。 
 以上のように、本論文は導電性接着において両立が困難であった導電性と機械的特性の両方を同時に向上させるこ
とが可能であることを見出しており、研究成果は今後の導電性接着剤の性能向上に大きな寄与があると共に、導電性
メカニズムの解明など基礎学術の向上にも貢献している。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
